
 

  



 
没
後
80

年 

岩
谷
山
梔
子
展 

岩
谷
山
梔
子
（
本
名
・
健
治
）
は
、
明
治
15

年
10

月
30

日
、

現
在
の
青
森
市
米
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
正
岡
子
規
が
死
去
し

た
明
治
35

年
、
肋
胸
骨
カ
リ
エ
ス
の
療
養
中
に
子
規
の
著
作
を

読
み
、
そ
の
頃
か
ら
俳
句
を
始
め
ま
す
。
翌
36

年
、
新
聞
『
日

本
』
の
河
東

か
わ
ひ
が
し

碧
へ

き

梧
桐

ご

と

う

選
「
日
本
俳
句
」
に
初
め
て
選
ば
れ
、
以
後
、

碧
梧
桐
の
門
下
で
頭
角
を
現
し
ま
す
。
そ
の
後
、
京
都
に
移
り
住

み
、
大
谷

お

お

た

に

句
仏

く

ぶ

つ

の
俳
誌
『
懸

か

け

葵
あ
お
い

』
に
参
加
し
編
集
や
選
に
も
携
わ

り
ま
す
。
大
正
期
に
入
り
、
新
傾
向
俳
句
に
進
む
碧
梧
桐
か
ら
は

離
れ
、
大
須
賀

お

お

す

が

乙
お

つ

字 じ

に
師
事
し
ま
し
た
。
昭
和
に
入
っ
て
も
句
作

を
続
け
、
昭
和
19

年
1

月
4

日
、
太
平
洋
戦
争
さ
な
か
の
京

都
で
63

歳
で
世
を
去
り
ま
し
た
。
句
集
に
『
山
梔
子
第
一
句
集
』

（
大
正
13

年
）
が
あ
り
ま
す
。 

本
展
は
、
岩
谷
山
梔
子
の
句
稿
・
句
帖
・
短
冊
な
ど
の
直
筆
資

料
を
中
心
に
展
示
し
、
「
巧
緻

こ

う

ち

洗
練

せ

ん

れ

ん

」
と
称
さ
れ
た
山
梔
子
の
俳

句
の
魅
力
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。 

「句稿ノート」 

山梔子旧蔵の句稿ノート。「大根焚」と「火祭」の句稿が書かれている。 

個人蔵 

『山梔子第一句集』 

紫苑社・大正 13 年 12 月 25 日 

句帖「山梔子四十詠」 

山梔子が『山梔子第一句集』以後

の作品から「四季四十句」を選び，

自書したもの。舘田勝弘編『岩谷

山梔子全句集』では、大正期 22

句、昭和期 5 句の発表の確認がな

されている。 

弘前大学附属図書館蔵 

河東碧梧桐来県の折の俳句大会 

明治 40 年 2 月 17 日・浅虫 

前列左から 4 人目碧梧桐、後列左

から 4 人目山梔子。 

句帖「山梔子春夏秋冬」 

山梔子が『山梔子第一句集』の中から 50 句を選び、自書した短冊が収められて

いる。作成時期は、昭和 11 年から 18 年までと推定される。 


